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移動基地局（AP）による情報配信

想定される用途

◼ 災害時における避難情報などの重要情報配信

◼ 災害時における臨時の通信環境の構築

◼ 防災・減災アプリへの適用

本技術に関する知的財産権
◼ 通信システム及び通信方法
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同期現象モデルを用いた伝送制御

ばらばらに動作

同じ動作（同期状態）

お互いに
影響し合い・・

メトロノームの同期

司令塔が不在にも関わらず個々の動作

がまとまりのある動作に

同期現象モデルで自動的に順番に送信させて
通信効率を向上（提案技術：SP-MAC）

災害時における重要情報の配信における諸課題

通信インフラの障害 端末の密集（輻輳）による遅延情報鮮度への対応

インフラに頼らない無線LAN技術を中心とした情報配信技術の検討

無線LAN

で対応

車両＋同報
で対応

同期制御
で対応

通信効率：最大約20%向上

密集場所（避難所等）は
衝突の完全回避

通信可能範囲で同期
グループを作り送信

（無線資源の有効活用）

SP-MACを利用した効率的な情報拡散

グループ内の衝突無し

移動AP(車両)：
無線LAN基地局を
搭載した車両

避難地図

ターゲット端末：
スマホのブラウザを利用

１対１通信で
ピースを送信

ユニキャストで直
接通信する端末
は不足するピース

を要求・受信

地図データを複数の
ピースに分割

その他の端末は、
オーバーヒアリン

グにより傍受した
ピースを所持して
いなければ受信

傍受(オーバーヒアリング)
したピースで補完

トラフィックの競合無しにブロードキャストし大容量データ配信

高速モード：未完成端末が接近し
た場合、高レートに切り替え、一瞬
のすれ違いで一気に配信

広域モード：初期状態。多数の
未完了端末に向け、低速だが

広範囲にばらまく

ピース情報の交換のついでに

位置情報を取得し、配信状況
に合わせて伝送レートを切替

グループ間は
同時送信も可

早期受信：高い情報鮮度
＝避難準備や声かけに十分な時間

遅延受信：低い情報鮮度
＝回避行動の選択肢が喪失
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